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Ⅰ　はじめに

　本稿は，三番瀬ホンビノスガイを地域ブランド
として「千葉ブランド水産物」にしたその取り組
みの背景を考察するものである．
　外来種であるホンビノスガイは，千葉県が
2017 年に「千葉ブランド水産物」に認定した水

産物であり，外来種としてブランド水産物に認定
を受けたのは初めてである．
　ホンビノスガイは船の「おもし」であったバラ
スト水によりアメリカの西海岸から日本へ到来
し，東京湾の三番瀬で成育成域を拡大させた．
　ホンビノスガイは，従来三番瀬で採れていたア
サリの生育域より深い場所で成育しているため，
青潮・赤潮にも強く，そのためホンビノスガイの

【研究ノート】

「三番瀬ホンビノスガイ」の地域ブランド化に
ついての考察

吉田 桂子

　経済のグローバル化が進み，人と物の国際的移動に伴う侵略的外来生物による生物多様性への影響が深
刻な問題となっている．千葉県船橋市や東京湾三番瀬の新たな名産品である「三番瀬ホンビノスガイ」は，
千葉県が 2017 年に「千葉ブランド水産物」に認定した水産物であり，外来種としてブランド水産物に認
定された初めての事例である．
　近年，地域経済を活性化させる方策として農林水産物のブランド化が進んでおり，地域ブランドの取り
組みとしては以前から評価を得ていたものをさらに高める場合と，無名の産品の名を拡げようとする場合
がある．三番瀬ホンビノスガイは，後者である．
　本稿では，三番瀬をとりまく環境の移り変わりから「三番瀬ホンビノスガイ」を地域ブランドとして官
民一体となって PR 活動を行った結果、外来種であるホンビノスガイを「千葉ブランド水産物」まで押し
上げた背景を考察する．

キーワード：生物多様性，外来種，地域ブランド，地域活性化，地消地産
Keywords：   Biodiversity， Alien species，Regional brand， Regional activation

（2018 年 5 月飯田橋居酒屋にて筆者撮影）
写真 1　ホンビノスガイ 第 1図　ホンビノスガイの漁獲量と取引額

　（船橋市魅力発信サイト FUNABASHIStyle より筆者作成）
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漁獲量と取引額は伸張した（第 1 図）．
　船橋市は，船橋市のブランド協議会から「ふな
ばしセレクション」にホンビノスガイの加工食品
を認定した．漁業組合側も三番瀬の直売所の「み
なとや」や移動販売車を導入し，イベントでホン
ビノスガイの PR 活動を行った．その結果，「三
番瀬ホンビノスガイ」は 2017 年には「千葉県ブ
ランド水産物」までに認定されたのである．この
経緯については第Ⅳ・Ⅴ章にて詳しく説明する．
　ホンビノスガイは八戸前沖サバブランド（石原
2007）や難波ネギ（平山ほか 2020），ローズポー
ク豚（淡野 2007）のように以前からある特産物
をブランド化しようという試みから開始した農水
産物ではなく，青潮の発生によりアサリの漁獲量
が減ったことにより，アサリの代替え品として，
船橋漁業組合が販売を行ってきたことから，周知
されるようになった点に特徴がある．
　近年，地域経済を活性化させる方策として農林
水産物のブランド化が進んでおり，地域ブランド
に注目が集まる背景として，需要サイドと供給サ
イドの 2 つの側面が考えられる．
　1 つ目は，消費者志向の多様性や個性化の反映
である．2 つ目は地域ブランドに対する近年の社
会的要請という点である．
　地域ブランドの取り組みではこれまでも一定の
評価を得ていたものをさらに高めようとする地域
もあれば，これまでは無名だったが，なんらかの
キッカケをつかみ，全国的に名を拡げようとする
動きもある．三番瀬ホンビノスガイは，後者であ
ると言える．そこには自分たちの地域を知ってほ
しい，理解してほしいという意識の高まりと経済
の向上という 2 つが求められている．そのために
は様々なメディアを通して地域名の露出を増や
し，他地域でも認知される必要がある．地元では
よく知られていても全国的には全く無名であると
いう事例は多い．そういう地域では，「需要者側
の経験を通して，地域名そのものを伝播または蓄
積させ，消費者の満足を通して再体験や追認する
欲求を満たしていかねばならない．」（濱田ほか
2012 p. 5）．
　地域ブランドの形成は各地において活発化して

いるが，その形成は産業基盤が弱く，人口流出が
激しい地域にとっては地域社会の発展や他地域と
差別化を図るうえで，有効な手段であると言え
る．地域経済においても農林水産物を含む地場産
業の活性化，交流人口の増加，地域関連産業の活
性化の効果を生み出すことを期待されている．
　石原（2007）が「地域ブランドの先行研究の多
くはコーポレートブランドの理論を適用しながら
考察しているものが多い．しかし，地域ブランド
は，地域によって定義が様々であり，統一した見
解は存在しない．地域ブランドの構築を試みる際
には，地域内におけるコンサス形成の必要，価値
観共有と言う点でコーポレートブランドと異な
る．マネージメント手法やコミュニケーション手
法についても，地域内における統一手法が必要」
と指摘するように，地域ブランドは，コーポレー
トブランドとは異なる．
　地域ブランドの形成が増えた背景には，特許庁
が 2005 年の商標法改正によって，地域経済の振
興・活性化を商標権の制度からサポートする制度

（地域団体商標制度）を創設したことも関係して
いる．従来までの商標法では，自他識別力がなく
出所表示機能がない，地域内の利害関係に悪影響
を及ぼす可能性があるという理由で地域＋製品名
という商標の取得が難しかった．
　さらに産地ブランド化を後押しする制度とし
て，2015 年 6 月に「地理的表示保護制度」が施
行された．この制度は，産地と結び付いた特性を
有する産品について国がお墨付きを与えるもので
あり，生産者は差別化による利益の享受が期待で
きるものである．登録されることにより，これま
で生産者が訴訟等を負担していた不正な地理的表
示の使用に対して，行政が取締りを行うことがで
きるようになった．
　生産地域の範囲や品質基準等について地域内で
合意形成を図る際に，産地内での意思決定過程が
どのようになっているのかを整理し，生産者が主
体的に参加できる環境を醸成することが望まれ
る．この制度をうまく活用した産地のブランド管
理体制の強化が重要であるといえる．　
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Ⅱ　外来種ホンビノスガイについて

　ホンビノスガイ（シロハマグリ：二枚貝網，マ
ルスダレガイ科，学名：Mercenaria mercenaria, 
英名：hard clam，northern quahog）の原産地
は北米大陸東岸である．日本にはバラスト水によ
り運ばれてきたと考えられており，1998 年に東
京湾の幕張人工海浜において発見された（濱崎ほ
か 2018）．
　国内では標準和名のビノスガイが北海道などで
捕れている．この標準和名は当時，「Venus」が
属名であったためである．生態は潮間帯から水深
15m くらいまでに分布し，砂泥質の底質を好み
カキ礁の周辺に多く見られる．大きさは殻長
8cm 程度になる．また，貧酸素や低塩分に強い
耐性を持ち，アサリが生息できなくなったような
環境でも生存可能である．
　ホンビノスガイは非常に大型になる二枚貝で，
軟体が硬く，旨みがないのでローカルな存在で人
気がなかった．1990 年代にアメリカ東岸から移
入され，定着した．
　食用としては，1987 年に築地市場に海外から
生きたまま入荷されていることが確認されてお
り，1988 年には千葉県幕張の野外にて初めて採
集されている．（橋詰ほか 2015）によれば，「ホ
ンビノスガイは他の二枚貝が消息困難な富栄養化
し，海底から巻き上がる貧酸素水が卓越するよう
な海域にも生息でき，年々増加の傾向」にある．
　ホンビノスガイは，アサリより深いところに潜
り込むため，青潮の影響を受けにくい．アサリな
ど他の貝類への被害が深刻になるなかで，青潮が
1 週間続いても生き延びられる．これまでは単価
が安いため混ざって採れても捨ててしまっていた
が，最近では漁師の収入を下支えする存在として
期待を集めている．
　アサリなど他の貝類については全国的に採貝業
の漁獲量が減っており，2003 年 -2014 年の全国貝
類漁獲量データの変遷を見ても明らかである（第
2 図）．

第 2図　2003 年-2014 年全国貝類漁獲量移り変わり
　（農林水産省，漁業・養殖業生産統計より筆者作成）

　漁獲量の減少の原因として，片山ほか （2006）
では，漁場の埋め立てや過剰漁獲努力，貧酸素と
青潮，操業による乱獲の海底の稚貝の減耗，気候
変動，環境悪化などを挙げている．また，書誌情
報にアメリカのラトガース大学の研究チームが
2019 年 2 月に発表した論文においては，地球温
暖化と乱獲の影響で漁獲量が激減したと研究結果
を記載しており，漁獲量の減少は人為的な要因が
大きい．
　ホンビノスガイ漁は今から 2010 年頃から行わ
れており，1990 年代に発見されたホンビノスガ
イは強い繁殖力で一気に増加し，現在では国内各
地に生息する．船橋市のように地域の特産物にし
た取り組みは珍しい事例である．

Ⅲ　三番瀬ホンビノスガイの 
　　水産物ブランドとしての確立

　日本の水産物ブランド化は 1990 年代から各地
で取り組みが行われ，2000 年代以降は地域ブラ
ンドも加わり，水産物ブランドが乱立している状
態である．
　一般的に工業製品のブランド化は品質管理が容
易であり，マーケティングの操作性が高い．一方，
農水産物は品質の安定化が困難であり，供給量を
コントロールしにくく，製品開発や販売チャネル
管理も難しくブランド管理が難しい．水産物では
養殖水産物や水産加工品は人為的なコントロール
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が可能であるのに対して，天然生鮮水産物は供給
の量や質，その継続性など制御できない部分が大
きい．漁獲の時期やサイズ，身質，鮮度などを水
揚げ地で限定した場合でも品質管理は曖昧性を残
しているのが現状である．
　1980 年代半ば以降，輸入水産物が急増し，国
内水産物は外国産や国内他産地との競争に直面し
た．供給過剰なマーケットのなかで，生産者が自
らの生産物をアピールし魚価を向上させる手段と
してブランド化への取り組みをこの時期に急速に
進展させてきた．
　地域で漁協合併や地方自治体の広域合併が進展
した 2000 年代，特に 2006 年の地域団体商標制
度の開始以降は，地域名を冠し，モノそのものだ
けでなくそれに付随する地域イメージも活用しよ
うとする地域ブランドの動きが加わり，さらに水
産物ブランドが乱立するようになった．水産物の
ブランド化に関する調査研究は 2000 年代前後か
ら行われるようになり，対象が水産物の個別ブラ
ンドから地域ブランドに移行してきた．それらは
主に個別事例の分析に留まったブランド化事例調
査と，水産物ブランドの理論の構築とマーケティ
ング理論をもとにした分析の 2 つに分かれてい
る．
　第Ⅰ章で触れたように，他の農水産物のブラン
ド化の経緯とは違うところが特徴と言える．
　八戸前沖サバブランド（石原 2007）は，八戸
沖で良質なサバが以前から獲れることから，八戸
市の地域ブランド形成に向けた素材として八戸前
沖で漁獲される真サバに着目した．八戸市内の水
産加工業者と共に試験事業を展開し，加工業者と
タッグを組んで，新しい特産物の商品開発を行
い，八戸前沖無添加昆布しめさばや八戸前沖鯖漬
魚を商品化している．　　　　　
　八戸前沖ブランド形成に向けた試験事業に対し
ては，八戸市内の水産加工会社や八戸商工会議所，
八戸市も関心をもったということで，観光誘客推
進委員会内に「地域ブランドの創造」，「食文化創
造の推進」，「観光事業の推進」を主要な目的とし
た事業開発部会」を設置している（石原 2007）．
PR 活動には行政の参加は不可欠であり，ブラン

ド推進委員会のようなものを設置するのが望まし
いと考えられる．八戸前沖サバに関しては民間が
地域特産物のブランド化の商品化を試験的に行っ
たことにより，そこに行政が動いた形と言える．
　ホンビノスガイのブランド化と似たブランド化
に成功した例としていすみ市のイセエビが挙げら
れる．いすみ市の漁業は江戸時代にはアワビやイ
ワシを主とする漁業地域として知られていた．戦
後の乱獲によりアワビの漁獲量は減り，イセエビ
に漁獲対象が移った経緯があったが，いすみ市で
は直売活動とイセエビの地域ブランド化という高
付加価値化の取り組みを並行に行うことにより，
漁業組合直売所の「いさばや」を設置した．この
あたりは三番瀬の直売所「みなとや」と同じ方法
である．
　また，いすみ市で水揚げされたイセエビを「伊
勢海美」の名で地域団体商標登録を行い，付加価
値を高め，千葉県全体のイセエビのブランド力を
向上させ，隣接する業況と連携をして「外房イセ
エビ」で千葉ブランド水産物の認定を受けている．
　三番瀬ホンビノスガイは地域団体商標登録こそ
受けていないが，船橋ブランドの創出と船橋市の
PR 活動を目的に立ち上げた「ふなばし産品ブラ
ンド協議会」によって，初回の「ふなばしセレク
ション」にホンビノスガイの加工食品 2 品が選出
されたことから，ホンビノスガイは地域ブランド
化へ大きく移行していくのである．

Ⅳ　船橋市による産品ブランドとしての 
　　確立

　第 1 表は船橋市議会または市報，情報発信サイ
トからホンビノスガイを周知するための広報活動
とその取り組みを時系列に並べたものである．
　ホンビノスガイのブランド化における重要事項
は，船橋市側が「ふなばし産品ブランド協議会」
を立ち上げた．そして優れた商品のブランド化の
取り組みを通して，船橋の知名度とイメージを高
め，地域経済を活性化し，元気で活力あるまちづ
くりの取り組みを行ったこと，直売所の「三番瀬
みなとや」の設置と移動販売車の「三番瀬みなと
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第 1表　船橋市議会会議録時系列一覧表 　（船橋市議会会議録から筆者作成）

第 2表　ふなばしセレクション 2012-2019 年
（ふなばし産品ブランド協議会より筆者作成）



吉田 桂子

― 32 ―

や号」の購入が大きな役割を担ったと考えられる．
　また，船橋市は 2011 年に農産物の直売所「ふ
なっこ畑」を設置している．「三番瀬みなとや」
は直売所の水産物版であり，すでに農産物での前
例があったことからの設置と，いすみ市での事例
などもあることからも，地域ブランド化において
はよく使われていることから設置がスムーズに進
んだものと考えられる．
　2012 年には船橋市が実施しているふなばし産
品のブランド化事業「ふなばしセレクション」が
立ち上がった．「ふなばしセレクション」とは，
市内の優良な商品を広く募集し，「ふなばし産品
ブランド協議会」が「ふなばしセレクション認証
品」として，認証する制度であり，認証品の知名
度やイメージを高めるため，認証品を製造する者
に対して，以下のような支援を実施するものであ
る．これにより，より地域活性化を求めるもので
あった．
　①　商業施設などでの PR 及び販売機会の提供
　協議会が行うプロモーション活動（商業施設で
の催事，ふなばし市民まつり，ふなばし朝市など）
で PR，販売の機会を提供する．
　②　「広報ふなばし」への掲載
　協議会及び市のホームページ，市のデジタルサ
イネージなどで商品を紹介する．
　③　認証品事業者向けセミナーや研修会の紹介
　ふなばしセレクションにより，より地域活性化
を求めるものである．
　この年の 7 月に水産物直売所の「三番瀬みなと
や」はオープンし，移動販売車も魚介類を PR す
るために各種イベントで活躍していたとのことで
あった．特に 2013 年 12 月の定例会の会議録にあ
るように，ホンビノスガイの浜焼きが人気でホン
ビノスガイの引き合いが増えたと漁業関係者から
声が聞こえたということであった．
　船橋セレクションによる認定商品（第 2 表）．
は，2012 年に「ホンビノス酒蒸し」，「小松菜と
ホンビノス貝のピッツァ」，2015 年に「ホンビノ
ス貝佃煮」，2019 年は 2015 年から再認定の「ホ
ンビノス貝佃煮と「日本一のクラムチャウダー」
である．ホンビノスガイを使用した加工食品が多

く認定されており，調理や加工食品として販売の
しやすさを物語っている．また聞き取り調査より
2017 年は船橋セレクションの認定は行っていな
かった．
　船橋市では都心に近い立地を活かし都市農業が
盛んであり，農産物も多く，船橋産ブランド小松
菜やニンジンなどの都市農業で採れる新鮮な野菜
との組み合わせも可能なことが大きい．
　また定期的に行われてきた朝市を通して少しず
つ知名度が上がっているところに，飲食店側も新
しい調理方法やメニューの考案などで参加してき
たのも知名度をあげるのに貢献しているといえる．
　加工食品は，ホンビノス貝を商品化した「江戸
前クラム」や「ホンビノスガイの酒蒸し」「ホン
ビノスガイの佃煮」「船橋産小松菜とホンビノス
貝のピッツァ」などが商品化された．江戸前クラ
ムは，都内の百貨店を中心に高級カタログギフト
用商品として販売されており，全国に送ることも
可能な販路体制となっている．
　ホンビノスガイの漁獲量は，第 3 図を見てもわ
かるように，明らかに多くなっており，大規模な
青潮が発生した年には他の貝は青潮の影響を受け
たが，ホンビノスガイの漁獲量は影響を受けず，
他の貝の漁獲量に比べると格段の差がついている．

第 3図　2013-2019 年の船橋市採貝漁獲量の推移
　（船橋市 HP より筆者作成）

　2016 年 2 月の定例会で，船橋漁業組合では水揚
げされた魚介類を市民に広く知ってもらう観点と
地消地産の観点から，開設した直売所の「三番瀬
みなとや」と移動販売車である「三番瀬みなとや
直送号」は市民から好評を得ていると話している．
　水産物ブランド推進事業については，船橋市漁
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業協同組合が 2013 年に三番瀬みなとや，また，
移動販売車を導入し，翌年には屋台 2 台を購入し
て，船橋の新たな名物のホンビノスガイの浜焼
き，また，バーベキューの素材として，生きホン
ビノスガイの販売を通して PR をしている．
　2016 年の決算特別委員会においては，2015 年
は，市内外の各種イベントに 69 回ほど参加し，
大変好評を得たということであった．この際に報
告されている漁獲高は，2013 年：565 トン，2014
年：842 トン，2015 年：1,333 トンである．販売
金 額 は，2013 年：5,369 万 円 か ら 2014 年：1 億
28 万 9,000 円，2015 年：1 億 7,462 万 4,000 円 で
ある．キロ当たりの単価も，2013 年：95 円に対
し，2014 年：119 円，さらに 2015 年：131 円と，
いずれも大幅に伸びている状況であるとのことで
あった．
　2017 年の第 4 回定例会，12 月 01 日-06 号では，
活動から千葉ブランド水産物の一品として認定を
受けた話がされている．これまでの積極的な PR
活動とイベントへの積極的な活動，漁獲量，漁獲
高が認められたことを話されている．

　特にホンビノスガイは船橋の新名物としてブラ
ンド化を目指し，船橋漁業協同組合と連携・協力
し，市内または，市外・県外に向けて PR 活動に
取り組み，各種イベント等への出展も 2014 年は
49 回，2015 年が 69 回，2016 年が 79 回と，年々
積極的に行ってきた．
　こういったイベントに多く参加することから，
テレビや新聞といったメディアでの露出も多く
なっていったことが PR 活動に大きく貢献してい
る．認知度の高まりとともに飲食店の取り扱いも
増え，漁獲量・漁獲高ともに増加をし，こうした
ことが認められ，2017 年 11 月 20 日に三番瀬産
ホンビノス貝の名称で県内のすぐれた水産物とし
て千葉ブランド水産物の一品として認定を受けた
ところだったと報告している．

Ⅴ．千葉県ブランド水産物としての確立　

　千葉県の県議会においての水産物ブランド化に
ついての会議録を第 3 表に纏めた．
　千葉県は資源の減少や魚価の低迷，漁協経営の

第 3表　千葉県議会会議録時系列一覧表 　（千葉県議会会議録から筆者作成）
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悪化，燃油の高騰など大変厳しい状況であるが，
多種多様な魚介類を供給する食料産業・個性豊か
な地域や社会の形成など重要な役割を担っている
と考えた．2007 年 8 月に消費者ニーズに的確に
対応し漁業者が将来に希望がもてる「たくましい
千葉県水産業」の構築を目指し，中長期的な県の
水産施策の方針となる「千葉県水産業振興方針」
を策定した．「千葉県水産業振興方針」の中には，
産地づくりや対策が必要であると考え，県産水産
物の生産力強化を目的として，産地市場の統合・
再編計画の推進による機能強化を目指すことを策
定した．また，水産物ブランド認定制度を通じて
特徴ある県産水産物の認定と積極的な PR による
販売促進を図る方針を決めた．これが現在の「千
葉県ブランド水産物認定制度」であり，県内各地
の優れた水産物をブランド品として認定できるよ
う支援するものである．
　「千葉県ブランド水産物認定制度」とは，全国
に誇れる県産品を「千葉ブランド水産物」として
認定し，重点的に PR することにより，「千葉の
さかな」全体のイメージアップを図り，消費拡大，
魚価向上につなげ，千葉県水産業の振興に資する
ことを目的としている．
　制度の概要としては，「生鮮水産物」・「水産加
工品」・「ふるさと品」（生産量や流通範囲等が限
定されるが千葉らしい優れた特性を有する産品）
であり，以下の 5 つの要件を備え，さらに，基準
を満たしていると認定委員会から認められたもの
である．
　1 つ目は，地域独自性である．千葉県の自然，
漁業，地域の歴史，文化等の特徴をアピールでき
るものであることである．2 つ目は優位性である．
他県・県内の類似のものと比較して，優位に差別
化が図られている．3 つ目に市場性である．市場
で高い評価を得ていることと，首都圏や全国で流
通販売できる生産，販売実績を有している．4 つ
目に信頼性・持続性である．品質を維持，向上す
るための生産技術や管理体制が整っていること
と， 認定品の安定供給のための取り組みを行って
いる．5 つ目に発展性・千葉のさかなのイメージ
アップへの貢献度である．販売・PR を積極的に

行っていて，地域関係者との連携体制が確立され
ていることの 5 つの条件が整っているかで決定さ
れる．

第 4図　千葉県ブランド水産物認定への流れ
（千葉県ホームページ 千葉ブランド水産物認定制度について
より引用）

　認定の有効期間は 3 年間で，認定の決定は外部
委員からなる千葉県水産振興審議会（生産・販売
流通部会）の意見を聞いて知事が決定する．
　水産物ブランドになる流れは第 4 図のとおりで
ある．また千葉県ブランド水産物のロゴマーク
は，千葉県ブランド水産物に認定を受けた水産物
にそのロゴマークの使用が認められるものである．
　農林水産部水産課流通加工班の橋本氏の話では
申請は毎年 2～3 品であり，認定期間が 3 年のた
め，再認定の申請が多いとのことであった．千葉
県ブランド水産物は現在生鮮水産物 14 品（第 4
表）水産加工品 15 品目である．千葉県側では
1995 年頃からホンビノスガイが会議録に出てお
り，すでにホンビノスガイの存在を知られてはい
たのが分かる．その後 2006 年頃には『白アサリ』
と言う名前で市場に出回っていたが，それが問題
視されている．船橋市の市議会でも 2006 年頃か
ら会議録にホンビノスガイが登場するところか
ら，2006 年頃から本格的にホンビノスガイを市
場に出していくターニングポイントだったのでは
ないかと思われる．千葉県ブランド水産物の認定
にあたっての反対意見はなかったのかという質問
への回答は，千葉県庁水産課の原口氏から「審査
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の内容は非公開になっていますのでお伝え出来ま
せん．ホンビノスガイは外来種ではありますが，
三番瀬周辺で十数年前から採られるようになり，
現在では東京湾の重要な魚種となっています．」
という回答を得ている．
　回答より考えられることは，反対意見より，千
葉県水産物ブランドの認定基準である，地域独自
性，優位性，市場性，信頼性・持続性，発展性・
千葉のさかなのイメージアップへの貢献度のどれ
をとっても認定基準を満たしていたということが
大きい．
　千葉県ブランド水産物の認定基準を満たしたホ
ンビノスガイは，2017 年 11 月 20 日に千葉県が
認定式を行い，正式に認定され，千葉県による
PR や認定マークの使用が可能になったのである．

Ⅵ　 地消地産とブランド化後の認知度

　ホンビノスガイの流通については，第 5 図のよ
うになっている．ここでは地元の販売経路や飲食
店や地元加工食品がどのような拡がりをみせてい
るかを説明する．
　地元の直営の販売経路としては船橋市漁業組合

が運営する直売所「三番瀬みなとや」がある．「三
番瀬みなとや直送号」は各イベントで PR 活動を
行っている．PR 活動の出店場所は市内，市外に
おいて，各種イベント等への出店しており，これ
は第Ⅴ章でも述べた通りである．
　船橋漁協組合の柴田氏によると，2020 年はコ

第 4表　千葉県ブランド水産物生鮮水産物一覧
　（千葉県千葉ブランド水産物認定品より筆者作成）

第 5図　船橋地区におけるホンビノスガイの流通経路
と 2012 年以降の行徳漁協における貝類の流通経路

（船橋地区・行徳地区関係者への聞き取り調査から引用　濱崎
ほか 2018. p. 39-41）
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ロナ禍ということもあり，一度も出店していない
とのことである．また，三番瀬みなとやでのイン
ターネット販売の構築はないため，現在直売所で
は電話での承りをしてお届けする方法をとってお
り，また，ふるさと納税の返礼品としてもホンビ
ノスガイがあるとのことであった．
　さらに，ホンビノスガイの加工食品も多く販売
されていている．特に「江戸前クラム」は都内の
百貨店を中心に高級カタログギフト用商品として
販売開始されている．また，これらの加工品はふ
なばしセレクションでもあるため，船橋の西武百
貨店船橋店ギフトセンター，東武百貨店船橋店な
どでも販売された．卸業者からの販売の経路もあ
る．船橋かねはち水産をはじめ，ホンビノスガイ
を扱っている卸業者は千葉県内で 18 社である．
卸業者から県内又は都内の飲食店に首都圏の飲食
店に卸している．またインターネット販売も行っ
ているのは卸業者である．インターネット販売に
いたっては自社のサイトにて販売の場合もある
が，ショッピングモールに出店の場合もあり，全
国的に向けても販売は行われており，千葉さかな

倶楽部協力店でも購入が可能である．ショッピン
グモールに出店で，千葉県以外でホンビノスガイ
を販売しているネット通販をしている店舗に聞き
取り調査を行ったところ，産地直送から送ってい
るとのことではなく，仕入れを行い，生け簀の中
でホンビノスガイを活かしておき，注文が入って
から自分の店舗からの発送としていると回答を得
た．
　ホンビノスガイが飲食できる店舗またはホンビ
ノスガイを使用したメニューを出す店舗は船橋駅
周辺と西船橋駅周辺の地域に集中している（第 6
図）．漁港と船橋駅・西船橋駅がそう遠くない場
所にあるので，産地直送の新鮮な魚介類が食する
ことができる地域である．ホンビノスガイを扱っ
た商品や飲食店は増加傾向にある．
　また，船橋市の PR ガイドのグルメガイドでも
ホンビノスガイは「地消地産」グルメとして扱わ
れている．認知度に関しては船橋市の消費生活に
関する意識アンケート集計結果から分析した結
果，ここ 5 年の間の認知度は第 7 図・第 8 図のと
おりである．ホンビノスガイがテレビや雑誌など

第 6図　ホンビノスガイを購入またはホンビノスガイを扱ったメニューのある飲食店
（MANDARA アドレスマッチングにより筆者作成）
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で紹介をされていることもあり，ホンビノスガイ
が船橋市の特産品であり，地域ブランドであると
いう認知度は年々上がっており，年代別また他の
特産物別でも船橋市市民の中に浸透しており，認
知度は高くなっている（第 7 図・第 8 図）．

第 7図　2014-2019 年の船橋のホンビノスガイの
年代別ブランド認知度

（船橋市経済部消費生活センター船橋市消費生活に関する意
識アンケート集計結果から筆者作成）

第 8図　2015-2019 年の船橋の特産物別
ブランド認知度

（船橋市経済部消費生活センター船橋市消費生活に関する意
識アンケート集計結果から筆者作成）

Ⅶ　おわりに

　「三番瀬」がある東京湾奥部は，河川などから
流れ込む栄養分をバクテリアが分解するために大
量の酸素が消費され，水中の酸素量が極端に低下
する貧酸素水塊が出現しやすく，貧酸素状態は水
生生物の生存に致命的な影響がある．
　北米の沿岸地域から人為的な経緯により日本に
住み着いたホンビノスガイは，強い繁殖力とたく

ましい生命力により貧酸素に強い耐性を持つこと
から，東京湾内で生息域を広げてきた．
　良質なアサリが獲れることで有名な船橋市は漁
獲量の減少から，単価が安く捨てられていたホン
ビノスガイを漁獲せざるを得なくなった．その背
景には，埋め立てや干拓を含む海岸工事，河川改
修，水質汚濁などによるアサリ生息地の喪失，さ
らには底質の泥化，貧酸素化，赤潮・青潮の発生
など，アサリ生息環境の悪化が挙げられる．
　その背景の中，船橋市は農業，漁業，商業，工
業等の関係者や市民有識者や生産者らからなる

「ふなばし産品ブランド協議会」を立ち上げ，ホ
ンビノスガイを特産品にし，加工会社がその販売
商品を開発した．漁業組合は水産物の直売所「み
なとや」を作り，直売と PR のための移動販売車
も購入し，加工業者・飲食店はホンビノスガイを
使用した加工品・料理を開発し，その官民一体と
なった取り組みと PR 活動からメディアでも多く
取り上げられることとなった．量販店・水産物直
販店・飲食店で見かける機会が増える中で，認知
度が高まり消費も拡大し，その活動と認知度か
ら，優良水産物と認められ，千葉県の「千葉ブラ
ンド水産物」にまでに上り詰めたのである．
　その結果，三番瀬の漁業の採貝漁獲量は上が
り，経済的にも潤し，環境問題と地域活性化の問
題を合わせてまとめていった事例であると言え
る．
　そして，外来種をブランド化にした事例として
はホンビノスガイが先駆けになったのは言うまで
もなく，現在，福井県大野市の奥越漁協が特定外
来生物ウチダザリガニを「奥越オマール」と名付
けブランド化を図っている事例もでてきている．
　外来種をブランド化するということは矛盾して
いるという考えもあるが，国立環境研究所の五箇
室長のコラムによると，「生命という命の問題で
ある限り，何が悪いとか正しいとか簡単に判断で
きる話しではない」と指摘している．さらに「外
来種問題というのは，価値観やアイデンティ
ティーによって受け止め方が全然変わってしまう
もの．人によって良い存在もあれば悪い存在も
あって，人々の価値観とその多様性に合わせてさ
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まざまな判断がされる．」と言っている．また， 
森林野生動物研究会誌 42 において，「実際の防
除現場においては，守るべき種・個体群・生態系
の重要度および防除手法の成功確率およびコスト
によって，どのステージのどの外来生物種を優先
的に防除するのか，生態学・経済学・社会学など
様々な観点から総合評価を行う必要がある．」（五
箇 2017）と述べている．生物多様性の観点から，
地域経済を考えた上でも，地消地産・地域活性化
の産物としてブランド化にするということは環境
の変化の状況化においてはあることではないだろ
うか．
　船橋市で地消地産の水産物として認知度も
2019 年には 82% を超え，ホンビノスガイは優良
な水産物であることは間違いない．しかし，私た
ちは水産物の漁獲量が減った背景には漁場の埋め
立てや過剰漁獲，環境悪化などの人為的な作用が
あってのことを忘れてはならない．自然環境の保
全を考えつつ経済の発展も考えていくことは今後
の地球上に住む全人類の課題であるからである．
　近年，船橋市漁業組合では砕石により海底を覆
うアサリ生息環境を改善させる「砕石覆砂事業」
が成果を挙げており，「船橋三番瀬砕石アサリ」
と名付けられ，直売所「みなとや」でも販売を始
めている．自然環境保全を進めつつ経済発展を考
えていくこの事業も今後，注目していきたい．
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